
◎
論

説

旅
遊
中
国

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行

制
度
と
政
策
の
変
遷
を
中
心
に

呉

継

紅

・
・
…

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
の
歩
み

世
界
観
光
機
関

(U
N
W
T
O
)
の

「海
外
観
光
旅
行
」

の
定
義

に
よ
れ
ば
、
中
国
人

の

「海
外
旅
行
」
は
早
く
か
ら
始
ま

っ
た
と

い

え
る
が
、
観
光
を
主
な
目
的
と
し
旅
行
費
用
を
自
己
負
担
と
す
る

「海
外
観

光
旅
行
」
は
、
や
は
り

一
九
八
〇
年
代

に
改
革
開
放
と

い

う
国
策
が
取
ら
れ
て
以
降
、
本
格
的
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

特
に

一
九
九
〇
年
代

に
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ

て
、
二
〇
〇
〇
年
に

初
め
て

一
千
万
人
台
を
突
破
し
た
こ
と
か
ら
、
経
済
分
野
と
同
様
に

中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行
市
場
は
世
界
で
最
も
成
長
性

の
高

い
巨
大

市
場
に
な

っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
十
数
年

の
発
展
状
況
を
分
析
し
て
み
る
と
、
中
国
人

の
海

外
観
光
旅
行
は
お
よ
そ
次
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

第

一
は
、
「香
港

・
マ
カ
オ
観
光
」
で
あ

る
。
正
確
に
い
う
と
、

香
港

・
マ
カ
オ
観
光
は
本
格
的
な
海
外
観
光
旅
行
で
は
な
く
、

い
わ

ゆ
る

「出
境
旅
行
」

の

一
つ
で
あ
る
。
実
は
、
最
初
に
開
か
れ
た
の

が
香
港

・
マ
カ
オ

へ
の
親
族
訪
問

で
あ
り
、

香
港
か
マ
カ
オ
に
居
留

す
る
親
族

の
招
待
と
出
費
を
前
提
条
件
と
し
た
親
族
訪
問
兼
観
光
と

い
う
形
態
だ

っ
た
。

こ
れ
は
、

一
九
八
三
年

に
広
東
省

で
認
め
ら

れ
、

一
九
八
四
年
に
中
国
国
務
院
の
正
式
許
可
が
降
り
た
後
、
全
国

に
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
国
家
指
定

の
旅
行
社
経
由
で
親
族

訪
問
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
。

そ
の
後
、
次
第
に
規
制
が
緩
和
さ
れ
て
、
親
族
訪
問
か
ら

一
般
観

光

へ
と
変
わ

っ
て
い
っ
た
が
、
人
数
制
限
な

ど
の
規
制
条
件
が
つ
け

ら
れ
、
出
国
審
査
も
厳
し
か

っ
た
。
し
か
し

一
九
九
七
年

の
香
港
返
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還
後

に
旅

行
需
要
が
爆
発
的
に
増
え
る
な
か
、
人
数
限
定

の
規
制
条

件

で
は
も

は
や
対
応

で
き
な
く
な

っ
た
た
め
、

一
九
九
八
年

に
中
国

政
府
と
香

港
特
別
行
政
区
政
府
は
協
議

の
上
で
人
数
規
模
拡
大
に
合

意
し
、
年

間
五
〇
万
人
か
ら
七
〇
万
人

へ
拡
大
し
た
。
そ
れ
で
も
な

お
旅
行
需
要

に
応
じ
き
れ
な
く
な
り
、

つ
}
>
>
10
0
二
年

に
は
人

数
限
定
な

ど
の
規
制
条
件
は
完
全
に
取
り
消
さ
れ
、
自
由
旅
行
も
可

能
に
な

っ
た
。
二
〇
〇
六
年
の
香
港

・
マ
カ
オ

へ
の
観
光
旅
行

は
、

す
で
に
自
由
旅
行
だ
け
で
も
六
六
七
万
人
台
に
達
し
、
全
体

で

一
千

万
人

の
大
台
を
簡
単
に
突
破
し
て
い
る
。

第

二
は
、

「辺
境
観
光
」

で
あ
る
。
香
港

・
マ
カ
オ
観
光
と
同
じ

ょ
う
に
辺
境
観
光
も
地
方
の

一
部
地
域
か
ら
始
ま

っ
た
。
中
国
の
北

方
都
市
、
遼
寧
省
丹
東
市
は
隣
接
す
る
北
朝
鮮
の
新
義
州
市
と
す
で

に

一
九
八

四
年
に
相
互
友
好
訪
問
を
始
め
、
や
が
て
自
費

の
日
帰
り

観
光
も
許
可
さ
れ
た
。

こ
れ
は
辺
境
観
光
の
発
端
と
い
え
る
が
、
規

制
条
件
も
厳
し
か

っ
た
。
当
時
、
挙
げ
ら
れ
た
条
件
は
、
人
員
限
定

(辺
境
地
域

の
居
留
国
民

の
み
)、
目
的
地
限
定

(隣
接
国

の
隣
接
都

市
の
み
)
、
時
間
限
定

(日
帰
り
の
み
)
、
特
別
通
行
証

(両
国
認
可

の
辺
境
通
行
証
)
で
あ

っ
た
。
他

の
辺
境
都
市
も
丹
東
と
新
義
州
と

の
日
帰
り
観
光
を
ま
ね
て
辺
境
観
光
を
始
め
た
が
、
上
記
の
四
つ
の

条
件
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

辺
境
観

光
が
全
土
で
解
禁
と
な
っ
た
の
は
、

一
九
九
七
年
に
国
家

旅
遊
局
よ
り

「辺
境
旅
行
暫
定
管
理
弁
法
」
が
発
表
さ
れ
て
か
ら
で

あ
る
。
や
が
て
規
制
も
徐
々
に
緩
和
さ
れ
、
辺
境
観
光
特
有

の
条
件

な
ど
も
な
く
な

っ
て
出
国
観
光
と
か
わ
ら
な

い
海
外
観
光
旅
行
に

な

っ
た
。
ま
た
辺
境
観
光
は
、
辺
境
貿
易
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た

た
め
、
中
国
と
周
辺
各
国
と
の
人
的
交
流
や
物
流
を
拡
大
さ
せ
、
辺

境
都
市
の
経
済
発
展
を

一
層
加
速
さ
せ
た
。

第
三
は
、

「出
国
観
光
」

で
あ
る
。
出
国
観
光

は
香
港

・
マ
カ
オ

観
光
や
辺
境
観
光
に
比

べ
て
ス
タ
ー
ト
は
遅

い
が
、
発
展

の
勢

い
は

ま
け
て
い
な
い
。
中
国
人
の
本
格
的
な
海
外
観
光
旅
行
は
、

一
般
に

一
九
九
〇
年

一
〇
月

の

「東
南

ア
ジ
ア
三
国

へ
の
国
民
海
外
規
定
に

関
す
る
暫
行
管
理
弁
法
」
を
発
端
と
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
当
初

は
、
香
港

・
マ
カ
オ
観
光
と
同
じ
よ
う
に
親
族
訪
問
を
メ
イ

ン
に

し
、
い
く

つ
か
の
限
定
条
件
が
設
け
ら
れ
て
、
代
表
旅
行
社
は
中
国

国
際
旅
行
総
社
、
中
国
旅
行
社
総
社
、
中
国
青
年
旅
行
社
総
社
、
広

東
省
海
外
旅
遊
総
公
司
、
広
東
省
中
国
旅
行
社
、
福
建
省
海
外
旅
遊

総
公
司
、
福
建
省
中
国
旅
行
社
の
七
社
が
指
定
さ
れ
た
。
試
行
期
間

を
経

て
特
に
大
き
な
問
題
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
九
九
七
年
七

月
に
は
中
国
国
務
院

の
正
式
許
可
を
得
、

「中

国
国
民
自
費
出
国
旅

遊
管
理
弁
法
」
が
発
表
さ
れ
て
正
式
な
実
行

段
階
に
入
っ
た
。
ま
た

こ
れ
を
き

っ
か
け
に
香
港

・
マ
カ
オ
観
光
や
辺
境
観
光
、
出
国
観
光

は
初
め
て
統

一
的
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

中
国
政
府
は
中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
を
統

一
管
理
下

に
置
き
、

以
下

の
三
原
則

の
遵
守
を
求
め
て
い
る
。

ω

「組
織
的
に
実
行
」

国
か
ら
指
定
さ
れ
た
旅
行
社

の
主
催
旅

行
団

(三
人
以
上
)
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
添
乗
員
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表1中 国人の 「出国観光」が可能な国
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捨
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-
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-
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月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月
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月

月
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月

月

月
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月

月
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月

月

月

月

月

月

月

月
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区地/家国

ン

イィブタ島一ドドユス諸バ

ア

ン

嚢

難

蓼肋崩

鄭初

勢

霧珈所

ボ

ス

ス

キ

デ

ア

ア

ノ

ル

ス

リ

エ

ジ

タ

モ

チ

セ

ケ

ザ

ヨ

北

フ

バ

イ

チ

ジ

ロ

ブ

メ

ペ

ア

バ

ラ

モ

ト

グ

バ

セ

ァ

ベ

ウ

ベ

ア

号

釜

鉾

窮
5。

毘
53
留

55
56

器
59
6。
飢
62
63
餌
茄
66
肝
68
69

界

羅

発

男

据
8。

毘

器
%
86

月年禁解

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月廓串紳999999999999999年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年33800299800000NNNNNMMMMMMMMM4444444444444448889999990000000000000000000000000000000000

掲

B

揖

揖

鴇

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

2。

区地/家国

切区ドル区政アンビ

ク政行ルリラーアル

ア

ド

ン行別一アンラ一ア一シブカカア一ンブルリンデ

ア

ア別特ポシピトジムジマイルネトィンリチリタバヤスダ一ンガンアトラ,ニアニ特オイガ一リス一国本ナボンネ一ドタコプツドデラフアガス一シンンギセトイリスンエコトビア港カンレイ一ユトンヤルパンルルジインルリアロンキユリララルクルペタ一イウエストト香マタシマフオニ韓日ベカミブネイマトエドイモス南クハパキギフオベルポスイオフスチエラリ

号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

H

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

注:麟1999年 、 北 京 、 上 海 、広 州 の み解 禁。2004年7月 、 天 津 、 河 北 、 山 東 、 江 蘇 、 漸 江 、

重 慶 に解 禁。
.r2000年 、 北京 、 上 海 、広 州 の み 解 禁。2004年9月15日 、 遼寧 、 天 津 、 山東 、 江 蘇 、 漸

江 で 解 禁。2005年7月25日 全 土 に解 禁 。

出 所:国 家 旅 遊局 信 息 中 心(2007年4月)。
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つ
き

で
全
員
出
入
国
す
る
。

②

「
計
画
的
に
実
施
」

国
は
外
国
人

の
入
国
観
光
に
お
け
る
人

数
と
外
貨
額

の
状
況
を
見
な
が
ら
、
国
内

の
海
外
旅
行
需
要
を

考
え

た
上

で
、
観
光
事
業
発
展
の
全
体
需
要

に
応
じ
毎
年
の
規

模
を
決
め
る
。

㈲

「数
量
的
に
規
制
」

出
国
人
数
の
総
額
を
把
握
し
、
配
額
管

理
を
行
う
。
国
か
ら
指
定
さ
れ
た
旅
行
社

の
特
許
経
営
権

の
審

査
と
数
限
定
を
行
う
。

一
九
九
七
年
に
国
家
旅
遊
局
よ
り
指
定
さ
れ
て
、
特
許
経
営
権
を

有
す
る
旅
行
社
は
六
七
社
で
、
北
京

一
〇
、
広
東
省
六
、
上
海
五
、

福
建
省
五
、
江
蘇
省
五
、
遼
寧
省
三
、
漸
江
省
三
、
山
東
省
二
、
四

川
省
二
、
雲
南
省

二
、
陳
西
省
二
、
湖
北
省
二
、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
二
、

そ
の
他

の
省

・
自
治
区

・
直
轄
市
に
各

一
社

で
あ

っ
た

が
、
〇
二
年
に
な
る
と
全
部
で
五
二
七
社
に
な

っ
た
。

規
制
緩

和
の
動
き
は
、
〇

一
年

一
二
月

一
日
か
ら
香
港

・
マ
カ
オ

旅
行

の
人
数
制
限
が
取
り
消
さ
れ
、
〇
二
年
に
は
海
外
観
光
旅
行
申

請
に
必
要

で
あ

っ
た
目
的
地
か
ら
の
招
聰
状
が
不
要
と
な

っ
て
パ
ス

ポ
ー
ト
に
付
帯
し
た
出
国
力
ー
ド
の
慣
例
も
な
く
な
り
、
北
京
、
上

海
な
ど
の
都
市
の
空
港

に
中
国
公
民
入
国
専
用
窓
口
が
開
か
れ
た
。

さ
ら
に
〇

五
年
ま
で
に
全
国
大
中

の
都
市
で
は
、
身
分
証
明
書
や
戸

籍
謄
本
だ
け
で
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
が
可
能
と
な

っ
た
。

出
国
観
光

の
目
的
国
は
、
〇
六
年
三
月

一
日
ま

で
に
八

一
か
国
で

あ

っ
た
の
が
、
〇
七
年

四
月
に
は
八
六
か
国
に
拡
大
し
た

(表

1
)
。

中
国
国
民
の
海
外

へ
の
旅
行
地
域
は
予
想
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
拡
大

し
、

一
気
に
ア
ジ
ア
の
中
で
最
大

の
観
光
客

を
送
り
出
す
国
と
な

っ

た
。
外
国

へ
の
観
光
客

の
急
速
な
増
加

は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

の
ど

の
国
に
も
み
ら
れ
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
お
り
、
世
界
の
観
光
市

場

の
構
造
を
変
え

つ
つ
あ
る
。
〇
七
年
五
月

の
中
国
国
家
旅
遊
局

(東
京
)
の
最
新
情
報

に
よ
れ
ぼ
、
中
国
人

の
海
外
観
光
は
安
定
的

か

つ
健
全

に
発
展
し
続
け
て
お
り
、
毎
年

三
五
〇
万
人
以
上
増
加
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
趨
勢
が
続
く
な
か
、
中
国
人
海
外
旅
行

の
巨

大
市
場
は
極
め
て
有
望

で
あ
る
と
評
価
さ
れ

て
お
り
、
中
国
人
海
外

旅
行
の
誘
致
競
争
は
世
界
的
に
激
化
し
、
各

国
の
規
制
緩
和
も
進
ん

で
い
る
。

二

中
国
人
の
海
外
旅
行
の
現
状
と
分
析

中
国
人
の
出
国
人
数

は
、

一
九
九

三
年
か
ら
統
計
発
表

が
始
ま

り
、
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
変
化
は
図
1
の
よ
う
で
あ
る
。
目
的
国
の

増
加
と
と
も
に
出
国
人
数
も
増
え
て
い
る
。
中
国
流
通
研
究

に
関
す

る
最
新
統
計
に
よ
る
と
、

二
〇
〇
〇
年
に

一
千
万
人
台
の
大
台
を
突

破
し
、
〇
四
年
に
二
八
八
五
万
人
、
〇
五
年

に
三

1
0
0
万
人
、
〇

六
年
に
は
四
千
万
人
台
を
超
え
た
。

急
増
し
て
い
る
中
国
人
海
外
観
光
旅
行
に
は
、
日
本
人

の
海
外
旅

行
と
異
な
る
点
が
あ
り
、
次

の
三

つ
に
ま
と

め
ら
れ
る
。

第

一
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト

の
種
類
で
あ
る
。
中
国
人

の
パ
ス
ポ
ー
ト
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出所:『 中国旅遊統計年鑑』2004年 版。

1993

は
、
出
国
目
的
と
旅
行
内
容
に
よ
っ
て
、
ω
外
務
省

(外
交
部
)
発

行
の
公
用
パ
ス
ポ
ー
ト
、
②
公
安
省

(公
安
部
)
発
行
の
私
用
パ
ス

ポ
ー
ト
、
③
運
輸
省

(交
通
部
)
発
行
の
船

員
パ
ス
ポ
ー
ト
の
三
種

類
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
公
用
パ
ス
ポ

ー
ト
と
私
用
パ
ス
ポ
ー

ト
が

一
般
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
適
用
範
囲
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。
公
用
パ
ス
ポ
ー
ト
の
適
用
範
囲
は
、
㈲
政
府
派
遣
に
よ
る
経
済

・

技
術

・
文
化
教
育

・
医
療
な
ど
の
援
助
、
㈲

国
営
企
業
に
よ
る
経
済

貿
易
の
活
動
、
回
各
種
国
際
会
議
と
学
術

団
体

・
教
育
機
関

の
訪

問
、
㈹
協
議
に
よ
る
派
遣
留
学
、
研
修
、
訪
問
学
者
お
よ
び
教
職
、

就
学
、
㈲
中
外
合
弁
会
社
に
よ
る
各
企
業

の
専
門
訪
問
、
ω
外
国
建

築
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
請
け
負

い
と
労
務
派
遣
、
㈹
民
間
組
織
訪
問
、

ω
報
道
機
関
取
材
訪
問
、
ω
出
国
公
演
と
展
示
会
参
加
、
ω
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加
、
G◎
民
航
乗
務
員
と
国
際
列
車
乗
務
員
と
国
際
郵
便
業

務
員
、
ω
政
府
あ
る
い
は
国
営
企
業

の
外
国
駐
在

で
あ
る
。
私
用
パ

ス
ポ
ー
ト
は
、
㈲
出
国
定
住
、
㈲
出
国
親
族
訪
問
、
㈲
外
国
在
住

の

親
族
の
遺
産
相
続
、
⑥
自
費
留
学
、
㈹
就
職
、
ω
観
光
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
こ
数
年
来
、
出
国
方
式
と
出
国
内
容
が
幅
広
く
な
っ
た
こ

と
で
、
公
用
と
私
用
と

の
区
別
が

つ
か
な
く

な

っ
て
い
る
。

第
二
は
、
公
用
海
外
旅
行
と
私
用
海
外
旅
行
が
区
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
上
記

の
よ
う
に
パ
ス
ポ
ー
ト

に
は
公
用
と
私
用
の
別

が
あ
り
、
公
用
海
外
旅
行
と
私
用
海
外
旅
行

と
は
大
き
く
区
別
さ
れ

て
い
る
。

一
九
七
九
年
以
前
は
私
用
の
海
外

旅
行
者
数
は
非
常
に
少
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な
か
っ
た
が
、
改
革
開
放
と
い
う
国
策
が
取
ら
れ
て
以
来
、
私
用
海

外
旅
行

は
速

い
ス
ピ
ー
ド
で
増
加
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
中
期
は
親

族
訪
問

が
多
か

っ
た
が
、
後
半
に
な
る
と
自
費
留
学
が
増
え
、

一
九

九
〇
年
代

に
は
自
費
観
光
が
多
く
な

っ
て
、
二
〇
〇
〇
年
は
五
六
三

万
人
の
海
外
旅
行
者
数
の
う
ち
大
半
が
自
費
観
光
だ

っ
た
。

公
用
海
外
旅
行
者
数
と
私
用
海
外
旅
行
者
数
と
は
、

こ
の

一
〇
年

間
で
割

合
が
逆
転
し
た

(表
2
)。

一
九
九
三
年

に
公
用
海
外
観
光

の
割
合

は
六
〇

・八
%
で
あ

っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
な
る
と
私
用

海
外
観

光

の
割
合

が
六
〇
・六
%
と
な

っ
た
。
今
後
、
規
制
緩
和
に

伴

っ
て
私
用
海
外
旅
行
者
数
は
ま
だ
ま
だ
伸
び

て
い
く
だ
ろ
う
と
見

込
ま
れ

て
い
る
。

第
三

は
、
海
外
観
光
旅
行

の
大
半
が
旅
行
社
取
り
扱

い
に
制
限
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
国
人

の
海
外
観
光
旅
行
が
ま
だ
ま
だ
完

全
に
自

由
化
さ
れ
て
い
な

い
と

い
う
の
は
、
国
策
上
の
規
制
も
あ
る

し
、
目
的
地
国
の
ビ
ザ
発
給
規
制
も
あ
る
。
現
段
階
で
は
、
海
外
旅

行

へ
出

か
け
る
渡
航
者
の
大
半
は
旅
行
社
経
由
で
海
外
観
光

に
出
て

い
る
。
一
九

九
三
年
か
ら

一
九
九
六
年
ま
で
の
間
、
旅
行
社
取
り
扱

い
の

海
外
旅

行
者
数

は
、
毎
年
三
〇
万
人
ず

つ
伸
び
て
い
た
が
、

一
九
九

七
年
に
東

南
ア
ジ
ア
金
融
危
機

の
影
響

で
少
し
減
少
し
た
。

一
九
九

八
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
景
気
回
復
が
著
し
く
、

一
九
九
九
年

は
七
〇

万
人
増

で
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
二
五
〇
万
人
増
と
な
っ
た
。

〇

一
年

の
旅
行
社
取
り
扱
い
の
海
外
旅
行
者
数
は
三
六
九
万
五
三
〇

○
人
で

一
四
二

%
減

で
あ
る
が
、
全
渡
航
者
数

一
二

=
二
万
二
三

〇
〇
人
に
対
し
て
三
〇

・四
六
%
を
占
め
る
。

旅
行
社
取
り
扱
い
の
海
外
観
光
旅
行
は
、
大
き
く
香
港

・
マ
カ
オ

観
光
、
辺
境
観
光
、
出
国
観
光
に
分
け
ら
れ
る
が
、
観
光
旅
行

の
発

展
に
伴

っ
て
そ
の
割
合
も
変
化
し
て
い
る
。

旅
行
社
取
り
扱
い
の
海
外
観
光
旅
行
客

の
出
身
地
は
、
ト

ッ
プ
ー0

と
し
て
広
東
省
、
雲
南
省
、
遼
寧
省
、
黒
龍
江
省
、
福
建
省
、
上
海

市
、
北
京
市
、
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
お
よ
び
漸
江
省
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
の
う
ち
広
東
省
は
香
港

・
マ
カ
オ
観

光
が
多
く
、
雲
南
省
や

広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
、
黒
龍
江
省
、
遼
寧

省
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
は
辺
境
観
光
、
上
海
、
北
京
、
漸
江
省
は
出
国
観
光
が
多

い
。

広
大
な
国
土
を
も

つ
中
国
は
、
経
済
や
社
会

の
発
展
状
況
が
地
域

に
よ

っ
て
か
な
り
違

っ
て
い
る

(表
5
)
。
そ
の
う
ち
代
表
的
な
経

済
発
展
地
域
は
、
ω
首
都
圏

(北
京
、
天
津

、
河
北
)、
②
揚
子
江

デ
ル
タ

(上
海
、
江
蘇
、
漸
江
)、
③
珠
江
デ
ル
タ

(広
東
、
香
港

特
別
行
政
区
、

マ
カ
オ
特
別
行
政
区
)
の
三

つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の

地
域
は
経
済
発
展
の
お
か
げ
で
旅
行

の
需
要

も
高
く
、
海
外
観
光
旅

行
の
大
衆
化
が
進
ん
で
い
る
。
中
国
の
海
外
観
光
旅
行
市
場

の
半
分

以
上
を
支
え
て
き
た
と
い
え
る
。

旅
行
社
取
り
扱
い
の
海
外
観
光
旅
行

の
目
的
国
は
、
ト

ッ
プ
ー0
と

し
て
香
港
、

マ
カ
オ
、
タ
イ
、

ロ
シ
ア
、

日
本
、
韓
国
、

シ

ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
が
あ

げ
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、

ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
は
、
ま
だ
中
国
政
府
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表2公 用海外旅行者数と私用海外旅行者数の推移

全 体 公 用 私 用

年 人数 人数 増減率 割合 数 増減率 割合
(万人) (万人) (%) (%) (万人) (%) (%)

1993 374.00 227.38 31.0 ・1:1 146.62 22.90 39.20

1994 373.36 209.13 :. 56.00 164.23 12.00 44.00

1995 452.05 249.66 18.0 54.60 205.39 25.10 45.40

1996 506.07 264.68 7.3 52.30 241.39 13.50 47.70

1997 532.39 288.43 9.6 54.20 243.96 1.10 '1

・.; 842.56 523.53 81.5 62.14 319.02 30.70 37.86

1999 923.24 496.63 一5 .1 53.79 426.62 33.70 46.21

2000 1047.26 484.18 一2
.5 46.23 563.09 31.99 53.77

2001 1213.31 518.77 7.2 42.67 694.54 23.30 57.33

2002 1660.23 654.09 26.1 39.40 1006.14 44.87 60.60

出所:『中国旅遊統計年鑑』2004年版。

表3中 国人の旅行社取り扱いによる

海外観光旅行者数の推移

年
人数

(万人)

増減率

(%)

全渡航者に占

める割合(%)

1993 72.36 一15
.90 19.30

1994 109.84 51.80 29.49

1995 125.99 14.70 27.90

1996 164.00 30.20 32.40

1997 143.07 一12 .80 26.90

1998 181.09 26.26 21.50

1999 249.56 37.80 27.00

2000 430.35 72.60 41.10

2001 369.53 一14 .10 30.46

出所:『 中国旅遊統計年鑑』2004年 版。

表4旅 行社取 り扱いによる海外旅行の観光内訳

年

総人数 香港 ・マカオ観光 辺境観光 出国観光

人数

(万人)

増減率

(%)

人数

(万人)

割合

(%)

人数

(万人)

割合

(%)

人数

(万人)

割合

(%)

2000

2001

430.25

369.53

72.5

-14 .1

178.46

127.97

41.4

28.3

132.48

89.54

30.8

24.2

119.31

152.02

27.8

41.1

出所:r中 国旅遊統計年鑑』2004年 版。
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各省市の社会発展 レベルランキング(2002年)表5

順位 地 名 総合点数 社会構造 人口素質 経済効率 生活レペル 社会秩序

1 北京市 82.0 is.i 15.7 14.7 ・ ・ 3.7

2 上海市 79.7 17.2 15.5 15.4 28.0 3.6

3 天津市 72.2 15.1 14.0 13.0 26.6 4.1

4 江蘇省 64.2 12.5 11.9 13.2 22.2 4.4

5 漸江省 64.1 12.4 11.5 12.3 24.6 3.3

6 広東省 64.0 13.7 9.8 13.2 24.1 4.2

7 遼寧省 ・ 12.7 11.8 12.0 20.3 5.0

8 福建省 59.2 12.3 9.2 11.2 22.0 4.5

9 黒龍江省 59.9 10.7 9.5 12.5 20.4 5.9

10 山東省 .. 9.9 10.4 11.8 21.6 5.1

全国平均 54.5 10.9 9.9 10.0 18.5 5.2

出所:『 中国旅遊統計年鑑』2004年 版。

に
正
式
認
可
さ
れ
た
目
的
国
に
は
な

っ
て
い
な
い
が
、
観
光
ビ
ザ
は

す
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
旅
行
社
は

「商
務
旅
行
」
と
い
う

名
目
で
両
国

へ
の
観
光
旅
行
を
取
り
扱

っ
て

い
る
。

日
本
は
二
〇
〇
〇
年
に
中
国
人
海
外
観
光
旅
行

の
目
的
国
に
な

っ

て
以
来
、
観
光
客

の
数
は
増
え
て
い
る
が
、
当
初

の
期
待
か
ら
は
ず

れ
て
し
ま

っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
ω
価
格
が
高
す
ぎ

る
、
②
近

い
日
本
よ
り
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ほ
う
が
お
得
で
あ
る
、

③
ビ
ザ

(A
D
S
指
定
目
的
国
の
観
光
ビ
ザ
)

の
規
制
条
件
が
き
び

し
い
、
㈲

一
時
の
政
治
的
な
影
響
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

三

つ
の
経
済
発
展
地
域
の
う
ち
珠
江
デ
ル
タ

(広
東
省
)
は
、
日

本
旅
行
に
対
す
る
需
要
が
北
京
や
上
海
よ
り
高

い
。
そ
の
原
因
は
、

ω
経
済
大
国
の
日
本
に
強

い
興
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
、
②
日
本
文

化

の
影
響
が
強
い
香
港
や
マ
カ
オ
、
台
湾
に
近
い
こ
と
、
③
旅
行
商

品
に
新
鮮
さ
を
も
と
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
広
東
省

で
は
、
日
本

旅
行
は
東
京
、
大
阪
な
ど
大
都
会
観
光
の
ほ
か
自
動
車
工
場

(T
O

Y
O
T
A
)
見
学
、
北
海
道
や
九
州
の
温
泉

、
季
節
商
品
と
し
て
は

桜
と
紅
葉
が
人
気
で
あ
る
。

日
本
旅
行
は
当
初
の
高

い
料
金
設
定
よ
り
徐
々
に
下
が

っ
て
き
た

が
、
そ
れ
で
も
大
都
市
周
遊
型

の
商
品
は
そ
れ
ほ
ど
売
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
北
海
道
を
含
む
日
本
巡
り
ツ
ア
ー
は
大
人
気

で
、
春
節

の
時

の
北
海
道
雪
国
巡
り
の
ツ
ア
ー
は
広
東
省
で
大
ヒ
ッ
ト
と
な

っ

て
い
る
。
首
都
圏
を
代
表
す
る
北
京

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
観
光
客
の

日
本
に
対
す
る
印
象
は
、
文
化
も
距
離
も
近

い
の
に
料
金
が
高

い
と
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表6香 港における国 ・地域別の旅行客の消費額

国名 ・地域名
平均滞在時間

(泊)

平均消費額

(HKド ル)

消費総額

(億HKド ル)

増減率

(%)

北米 ・中南米 3.29 5,072 63.8400 1:

欧 州 ・中東 ア フ リカ 3.91 4,723 55.3275 0.6

オセオニア 2.33 4,995 17.3848 7.0

日本 ・韓国 0.40 3,988 70.2711 一11 .3

南 ・東南アジア 3.21 3,952 60.0260 一6 .2

台 湾 2.31 4,422 106.9636 一6
.4

マカオ 2.54 1,756 9.3473 29.2

中 国 3.46 5,169 229.9358 25.7

出所:香 港旅遊局より 「旅遊統計資料」2005年 。

い
う
も
の
で
あ
る
。
広
東
省
と
違

っ
て
日
本

へ
旅
す
る
の
は
お
年
寄

り

で
は
な
く
、
家
庭
単
位
の
熟
年

の
金
持
ち

が
多

い
。
彼
ら
は
観
光

だ
け
で
は
な
く
、
買
い
物
が
大
好
き
で
購
買
力
が
高

い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
北
京

の
旅
行
社
で
取
り
扱

っ
て
い
る
日
本
旅
行
商
品
は
、
日

本
全
国
周
遊
型

の
ほ
か
に
、
北
海
道
も
沖
縄

も
売

れ
て
い
る
。
な
か

で
も
、
「招
商
旅
遊
」
と
い
う
旅
行
社

の
主
催
旅
行
に
よ
る

「太
極

歩
四
方
」
と
い
う
太
極
拳
交
流
は
、
九
州
に
て
三
年
連
続
行
わ
れ
る

ほ
ど
大
好
評
を
博
し
た
。

揚
子
江
デ
ル
タ
を
代
表
す
る
上
海

マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
、
観
光
客

の

日
本
に
対
す
る
印
象
は
二
〇
年
前

の
日
本
留
学
ブ
ー
ム
の
時
に
比

べ

る
と
、
か
な
り
違

っ
て
き
た
。
日
本

の
大
都
市

の
都
市
建
設
は
上
海

に
遅
れ
を
と

っ
て
い
る
の
で
繁
華
街
を
見
た

い
な
ら
ば
上
海

で
よ

い
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
た

い
な
ら
ば
上
海

で
よ
い
と
い
う
し
、

温
泉
な
ら

一
度
で
結
構
だ
と
い
う
。
日
本
旅
行

へ
の
需
要
は
大
き
な

期
待
は
で
き
な
い
が
、
広
東
や
北
京

マ
ー
ケ

ッ
ト
と
は
違
う
も
の
も

あ
る
。

一
つ
は
子
供
の
教
育
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、

一
部

の
裕
福

な
家
庭

に
人
気
が
あ
る
。
い
ま

一
つ
は
船

の
旅

で
、
ほ
か
に
は
な
い

も

の
と
し
て
人
気
が
あ
る
。

二
〇
〇
七
年

の
中
国
国
際
広
播
電
視
台

の
報
道
に
よ
れ
ば
、
中
国

人

の
旅
行
先
は

=
二
二
の
国
と
地
域
に
上
り
、
中
国
か
ら
の
今
年

の

海
外
旅
行
者
数
は
三
七
四
〇
万
人
に
達
し
、

二
〇

一
五
年
に
は
五
千

万
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ
る
。
中
国
旅
行

社
の
調
べ
に
よ
る
と
、

海
外
旅
行
す
る
中
国
人
観
光
客
は
高
所
得
者

層
か
ら
中
所
得
者
層
に
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幅
が
広
が
り
、
月
総
収
入
が
五
〇
〇
〇
元
か
ら
三
万
元

の
家
庭
が
そ

の
中
心
に
な
る
と

い
う
。

さ
ら
に
中
国
人
の
消
費
額
に
も
驚
く
も
の
が
あ
る
。
香
港
旅
遊
局

の
二
〇
〇

五
年
度
旅
遊
統
計
資
料

に
よ
れ
ば
、
日
本
人
と
韓
国
人
が

香
港

で
消

費
す
る
額

は
三
九
八
八
香
港
ド
ル

(約
五
万
九
八

二
〇

円
)
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
旅
行
客
が
五
〇

七
二
香
港

ド
ル

(約
七
万
六
〇
〇
〇
円
)

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中

国
人
の
消
費
額
は
五

一
六
九
香
港
ド
ル

(約
七
万
七
五
〇
〇
円
)

で

前
者
よ
り
多

い
。
さ
ら
に
中
国
本
土
か
ら
の
旅
行
客
が

一
人

一
回

の

旅
行
で
使
う
金
額
は
平
均
し
て

一
二
〇
〇
米
ド
ル

(約

一
四
万
円
)

で
、
消
費
額
は
す
で
に
日
本
人
、
ア
メ
リ
カ
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

の

平
均
消
費
額
を
大
幅
に
上
回

っ
て
い
る
。
本
土
の
中
国
人
は

一
回

の

香
港

へ
の
旅
行
で
可
処
分
所
得

の
約
二
分

の

一
か
ら
三
分

の

一
以
上

の
お
金
を
使

っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が
う
か
が
え
る
。
す
な
わ
ち
中

国
人
は
海
外
で
の
消
費
額
が
世
界

一
多

い
と
い
う
の
は
、

い
か
に
も

中
国
人
ら
し
い
行
為

で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
す
で
に
述

べ
た
よ
う

に
、
中
国
人

に
と

っ
て
海
外
旅
行
は
、

一
人
が
海
外

へ
行

く
場
合
は

一
人
の
購
買
能
力
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
家
族
ま
た

は
親
族
を
含
め
た
全
体

の
購
買
能
力
を
代
表
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

る
。

三

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
の
今
後

中
国
人
の
海
外
観
光
旅
行
は
、
解
禁
さ
れ

て
以
来
、
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
海
外
旅
行
の
渡
航
者
数

は

こ
れ
ま
で
総
計
二
億
人

以
上
で
、
年
に
二
〇
%
以
上
の
平
均
伸
び
率
を
有
し
て
い
る
。
表

7

に
よ
れ
ば
、
中
国
人

の
主
な
海
外
観
光
旅
行
先
は
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
あ
り
、
両
地
域
の
観
光
経
済

へ
大
き
な
貢
献
を
し
て
い
る

と
い
え
る
。

中
国
の

「国
民
経
済
と
社
会
発
展
第
十

一
回
五
か
年
計
画

(二
〇

〇

一
～
二
〇
〇
五
年
)
」
に
よ
れ
ば
、
G
D
P
は
年
平
均
七
%
の
伸

び
率
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
九
%
に
近

い
。
こ
の
よ
う
な
経
済
発

展

に
伴

っ
て
国
民
生
活
も
改
善

さ
れ

て
お
り
、
家
庭
収
入
は
平
均

五
%
以
上
の
伸
び
率
で
増
え
て
き
た
。
中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン

タ
ー
の
発
展
戦
略
研
究
報
告

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇

一
年
か
ら
二
〇

一

〇
年

の
間
に
G
D
P
の
伸
び
率

は
平
均
で
七

%
、
二
〇

=

年
か
ら

二
〇
二
〇
年
ま
で
は
五
・五
～
六

・六
%
、

一
人
当
た
り

の
G
D
P
は

二
〇
〇
五
年
に

一
二
六
〇
米
ド
ル
、
二
〇

一
〇
に

一
七
〇
〇
米
ド
ル

に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年

の
中
国
経
済
景
気
監
測
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
北
京
、
上

海
、
広
州
で
の
七
〇
〇
人

の
市
民
に
対
す
る
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、

一
年
以
内
に
海
外
旅
行
を
計
画
し
て
い
る
人

は
六
割
以
上
に
達
し
、

二

一
・六
%
の
市
民
が
年
間
に
二
回
以
上

の
旅
行
を
し
、
そ

の
う
ち
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表7中 国人の主な海外旅行先

地域名

1999年 2000年 2002年

人数

(万人)

増減率

(%)

人数

(万人)

増減率

(%)

人数

(万人)

増減率

(%)

アジア方面 781 9.92 885 13.22 1,420 40.69

オセアニア方面 12 11.83 15 zs.08 27 25.51

ヨー ロ ツパ 方 面 82 6.97 108 31.03 140 18.74

アメリカ方面 43 8.39 52 21.69 62 5.66

合計(参 考値) 923 9.58 1,047 15.35 isso 36.84

出所:『 中国旅遊統計年鑑』2004年 版。

四
二
・
二
%
の
市
民
が

海
外
旅
行
を
し
た
。
今

後
十
数
年
、
中
国
人

の

収
入
は
確
実
に
増
加
し

て
消
費
能
力
も
高

ま
る

の
で
、
観
光
を
含
め
た

レ
ジ
ャ
ー
支
出

は
確
実

に
増
え
る
も
の
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。

ま
た
海
外
観
光
旅
行

商
品

の
売

れ

る
時

期

は
、
毎
年
三
回
の
ゴ
ー

ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
集

中

し

て

お
り
、

サ

ラ

リ
ー

マ
ン
は
こ
の
時
期

に
家
族

の
海
外
観
光
旅

行
を
考
え
て
い
る
が
、

出
国
時
間
が
混
み
合

っ

て
い
る
の
で
渡
航
選
択

に
大
き
な
影
響
が
出
て

い
る
。
国
は
労
働
政
策

の
改
定
に
よ
り
全
面
的

な
有
給
休
暇
制
度
を
進

め
て
い
る
と
い
わ
れ
、
未
発
表
の
案

で
は
、
仕
事

の
年
限
に
よ
り
、

一
～
三
年
勤
務

に
六
日
、
三
～
五
年
勤
務
に

一
〇
日
、
五
～

一
〇
年

勤
務
に

一
四
日
、

一
〇
年
以
上

の
勤
務
に
は

一
四
日
+

一
年
当
た
り

一
日
、
最
大
三
〇
日
と
い
う
。

そ
う
な
れ
ば
法
定
休
日
以
外
に
自
主
休
暇

の
権
利
も
与
え
ら
れ
、

時
間
的
に
海
外
観
光
旅
行
の
人
混
み
が
分
散

さ
れ
、
国
内
旅
行
で
も

海
外
旅
行
で
も
受
け
入
れ
体
制

の
整
備

は
期
待

で
き
る
。
そ

の

一

方
、
中
国
人
の

一
年
間
の
公
休
は

一
一
四
日
に
達
し
、

一
年

の
三
分

の

一
を
占
め
る
。
中
国
人
の
旅
行
熱
は
、
最
初

の
盲
目
的
な
も
の
か

ら
理
性
的
な
も
の

へ
、
旅
か
ら
観
光
交
流
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
中

国
人
は
当
初
、
旅
行

に
対
し
て
食
、
住
、
行

、
遊
び
、
買
物
娯
楽

の

満
足
感
を
求
め
た
。
し
か
し
時
代
の
変
化
に
よ
り
、
中
国
観
光
客

の

需
要
は
単
な
る
旅
行
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
く
な

っ
て
お
り
、
知
的

旅
行
や
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
に
対
す
る
興
味
も
深
く
な

っ
て
い
る
。
中

国
政
府
は
、
中
国
人
に
よ
り
長

い
休
暇
時
間
を
与
え
た
う
え
で
、
よ

り
遠

い
目
的
地
に
向
か

っ
て
よ
り
自
由

に
旅
行
す
る
と
い
う

「暇
日

経
済
」

の
発
展
を
期
待
し
て
い
る
。

世
界
観
光
機
関

(U
N
W
T
O
)
の
予
測

に
よ
る
と
、
二
〇

二
〇

年
に
中
国
人

の
海
外
旅
行
者
は

一
億
人
に
達

し
、

一
九
九
五
～
二
〇

二
〇
年

の
年
間
平
均
伸
び
率
は

一
二
・
八
%

で
あ
る
と
い
う
。
主
要

旅
客
輸
出
国
の
中
で

一
〇
%
以
上
伸
び
て
い
る
唯

一
の
国
で
あ
る
と

い
う
。
ま
た
世
界
の
海
外
旅
行
市
場
で
の
占
有
率
は

一
九
九
五
年
の

○
・九
%
か
ら
二
〇

二
〇
年

の
六

・
四
%
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お

中国人の海外観光旅行73



表82020年 世界の海外旅客輸出国上位10国 ランキング予想

順位 国 名
1995年 実績

(万人)

2020年 予測数

(万人)

1995-2020年

増 減 率(%)

マ ー ケ ッ ト ・

シ ェア(%)

1995年 2020年

1 ドイ ツ 7,500 15,300 2.9 13.3 9.8

2 日 本 2,300 14,200 7.5 4.1 9.1

3 ア メ リカ 6,300 12,300 2.7 11.1 7.9

4 中 国 500 10,000 12.8 0.9 6.4

5 イ ギ リス 4,200 9,500 3.3 7.4 6.1

6 フ ラ ンス 2,100 5,500 3.9 3.7 3.5

7 オランダ 2,200 4,600 3.0 3.8 2.9

8 イ タ リア 1,600 3,500 3.1 2.9 2.3

9 カナダ 1,900 3,100 2.0 3.4 2.0

10 ロ シア 1,200 3,100 4.0 2.1 1.0

合 計 29,800 81,100 4.1 52.7 51.0

出所:UNWTO「 観 光 マ ー ケ ッ ト趨 勢 」2005年 。

り
、

二
〇
二
〇
年
に
は
世
界
で
四
番
目
の
旅
客
輸
出
国
と
な
る
こ
と

は
間
違

い
な

い
で
あ
ろ
う
。

海
外
旅
行

の
発
達
度
は
国
の
開
放
度

の
し
る
し
と
も
い
え
る
。
中

国
人

の
海
外
観
光
の
発
展
を
決
め
る
最
も
重
要
な
力
は
、
中
国
政
府

の
政
策

で
あ
る
。
中
国
政
府
は
改
革
開
放
と

い
う
国
策
を
前
提

に
、

国
民
が
世
界
の
こ
と
を
さ
ら
に
理
解
し
、
世
界
の
人
々
に
中
国
の
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
観
光
発
展
を
促
進
す
る
と

い
う
基
本

的
な
考
え
を
持

っ
て
い
る
。
中
国
の
W
T
O
加
盟
に
よ

っ
て
、
よ
り

開
放
さ
れ
た
中
国
が
期
待
さ
れ
、
国
際
間

の
人
的
流
動

に
お
い
て
も

さ
ら
な
る
規
制
緩
和
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
二
年

一
月
か
ら

香
港

・
マ
カ
オ
観
光
の
人
数
制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
海
外
旅
行
取
り
扱

い
特
許
経
営

の
旅
行
社
が
五
二
七
社

に
拡

大
さ
れ
、
国
民

の
パ
ス

ポ
ー
ト
申
請
が
自
由
化
さ
れ
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
規
制
緩
和

の
措
置

が
取
ら
れ
て
き
た
。
中
国
政
府

の
こ
の
よ
う
な
政
策
調
整

に
よ
り
、

中
国
人

の
海
外
旅
行
の
自
由
化
は
近
い
将
来

実
現
さ
れ
る
も

の
と
期

待
さ
れ
る
。

国
家
旅
遊
局
が
二
〇
〇
七
年
九
月
に
発
表

し
た
最
新
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
中
国
人

の
主
な
海
外
訪
問
先

と
人
数

は
表

9
の
よ
う
で
あ

る
。ま
た
中
国
人
の
海
外
旅
行
は
、
観
光
以
外

に
リ
ゾ

ー
ト
、
都
市

レ

ジ
ャ
ー
文
化
、
文
化
交
流
、
健
康
養
生
、
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
祭
り

へ
の
参
加
、

ス
ポ
ー

ツ
交
流

な
ど
幅
広

い

ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
い

る
。
中
国
三
大
客
源
地
の
北
京
、
上
海
、
広
東

で
は
旅
行
消
費
者
は
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表92006年 中国人の主な海外旅行先と人数

順位 海外訪問先 人数(万人) 前年比(%)

1 香 港 1,433.40 十6.0

2 マ カオ 989.50 十16.7

3 日 本 iZs.00 十14.6

4 韓 国 109.82 十30.2

5 タ イ 76.69 十28.8

6 シン ガ ポー ル 55.72 十16.8

7 ベ トナ ム 50.66 一40 .0

8 マ レー シア 43.52 十22.7

9 オ ー ス トラ リア 34.50 十8.5

10 フ ィ リピ ン 13.83 十16.1

出所:国 家旅遊局 「統計公報」2007年9月 。

 

よ
り
新
し

い
旅
行
商
品
を
求
め

て
お
り
、

こ
れ
ら
以
外
の
新
興
客
源

地
も
次

々
と
出

て
く
る
と
見
ら
れ
る
。

現
状

で
は
、
中
国
人
を
対
象
に
観
光
ビ
ザ
を
発
行
す
る
各
国
は
そ

れ
ぞ
れ
規
制
条
件
を

つ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
人
の
海
外
観
光
旅

行
市
場

の
育
成

に
多
少
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
自
体
が
健
全
に
発
展
す
る
に
伴

い
、
各
国

の
受
け
入
れ
体
制

も
少
し
ず

つ
規
制
を
緩
め
、
よ
り
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
が
作
ら
れ
て

い
く
だ

ろ
う
。
各
国
は
中
国
の
経
済
発
展
ぶ
り
を
見
る
の
と
同
様

に
、
中
国

人
の
海
外
観
光
旅
行
を
巨
大
な

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
も
う

一
つ
の
新
し
い
角
度
か
ら

マ
ー

ケ

ッ
ト

へ
の
参
入
を
積
極
的
に
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
、
「ビ
ジ

ッ
ト

・
ジ
ャ
パ
ン

・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
J
(V
I
SIT

JA
P
A
N
)
と

い
う
プ

ロ
ジ

ュ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
そ

の

一

環
と
し
て
中
国
人
観
光
客
の
誘
致
に
も
か
な

り
力
を
入
れ
て
い
る
。

日
本

へ
の
渡
航
者
は
増
え
て
い
る
も
の
の
、

ま
だ
潜
在
的
な
力
を
発

揮
し
て
い
な

い
。
日
本
の
旅
行
業
者

は
マ
ー
ケ

ッ
ト
開
発

の
経
験
を

踏
ま
え
て
さ
ら
に
計
画
的
な
進
出
策
を
考
え
、
よ
り
効
率
的
な
行
動

を
す
べ
き
だ
ろ
う
。

二
〇
〇
八
年

の
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
目
前
に
、
中
国
は
世
界
各

国
と

の
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
心
か
ら
望

み
、
「
調
和
中
国
」
と

「調
和
世
界
」
と

い
う
呼
び
か
け
の
も
と
、

よ
り
開
放
的
な
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
六
月
、
第

一
回
日
中
韓
観
光
大
臣
会
合

が
日
本
の
札
幌

で
開
か
れ
た
。

二
〇
〇
七
年
六
月
、
中
国
の
青
島
で

行
わ
れ
た
第
二
回
会
合

で
は

「青
島
宣
言
」
が
発
表
さ
れ
、
三
国
の

共
同
利
益
の
た
め
に
提
携
関
係
が

一
層
強
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
。
第
三
回
は
二
〇
〇
八
年
に
韓
国
の
釜
山

で
開
か
れ
る
予
定
で

あ
り
、
さ
ら
な
る
飛
躍

に
向
け
た
未
来
志
向

の
関
係
強
化
が
図
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
七
年
七
月
に
、
国
家
旅
遊
局
よ
り
中
国
旅
行
業

の
現
状
に

つ
い
て
最
新

の
統
計
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ω
中
国

の

旅
行
社
数
は

一
万
八
四
七
五
社
で

(う
ち
国
際
旅
行
社
は

一
六
五
四

社
)
、
前
年
度
に
比
べ
て

一
六
二
九
社
、
約
九

・六
七
%
増
で
あ
る
。
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ま
た
全

国
旅
行
社

の
総
資
産
は
四
八
四
億
八
〇
〇
〇
万
元
、
総
従
業

員
数
は
二
九
万
三
三

一
八
人
、
専
用
ガ
イ
ド
数
は
九
万
九
五
六
〇
人

に
達
し
て
い
る
。
②
二
〇
〇
六
年
度

の
全
国
旅
行
社
の
総
売
上
は

一

四

=

億
>>10
0
万
元
を
超
え
、
前
年
度

に
比

べ
て
二
六
・三
七

%

増
え
て

い
る
。
外
貨
収
入
は

一
〇
億
四
三
〇
〇
米
ド
ル
で
あ
る
。
③

入
国
業
務
、
国
内
業
務
、
出
国
業
務

の
う
ち
、
入
国
業
務
に
よ
る
収

入
は
二
四
八
億
九
二
〇
〇
万
元
で
三
三
・〇
八
%
の
増
、

こ
れ
は
旅

行
社
総
収
入
の

一
八
・
二

一
%
を
占
め
る
。
そ
の
う
ち
入
国

の
総
利

益
は
一
二

億

一
九
〇
〇
万
元
、
四
〇

・七

一
%
の
増

で
あ
る
。
入
国

取
り
扱

い
人
数
は

一
一
〇
七
万
二
七
〇
〇
人

で
、
前
年
比

一
八
・
二

九
%
増
、
う
ち
外
国
人

は
六
四
三
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
国
内
業

務
に
よ

る
収
入
は
八
五
六
億

一
五
〇
〇
万
元

で
二
三
・八
八
%
増
、

旅
行
社
総
収
入
の
六

二
・六
三
%
を
占
め
る
。
国
内
旅
行
者
数

は
七

五
八
三
万
七
八
〇
〇
人

で
あ
る
。
出
国
業
務

(海
外
旅
行
)
に
よ
る

収
入
は

二
六

一
億
五
〇
〇
万
元
で
三
五
・九
九
%
増
、
旅
行
社
総
収

入
の

一
九
・
一
〇
%
を
占
め
る
。
海
外
旅
行
者
数
は
八
四
三
万
二
〇

〇
人
で
あ
る
。
各
省
市

の
旅
行
収
入

の
順
位
は
、
北
京
、
広
東
、
上

海
、
漸

江
、
江
蘇
、
山
東
、
雲
南
、
四
川
、
湖
南
、
重
慶

の
順
で
あ

る
。二
〇
〇

七
年
五
月

の
時
点
で
、
中
国

の
国
際
旅
行
社
と
国
内
旅
行

社
以
外

に
、
外
資
旅
行
社
は
二
九
社
あ
り
、
北
京

一
三
、
広
東
三
、

上
海
三
、
雲
南

一
、
天
津

一
で
、

こ
の
う
ち
外
資
独
資

は
七
社
あ

る
。
経

営
形
態
は
、

国
有
企
業
が

一
二
二

四
%
、
株
式
会
社
が
七

三
・三
七
%
、
そ
の
他
が

一
四
・四
九
%
で
あ

る
。

こ
れ
ら
最
新

の
数
字
は
、
中
国
観
光
産
業

の
規
模
が
日
進
月
歩
、

順
調
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
中
国
の
海
外
旅
行

に

対
す
る
潜
在
力
は
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
、
中

国
人

の
海
外
旅
行
は
す

で
に
世
界

=
二
二
か
国
以
上
を
覆

っ
て
い
る
。
中
国
人
の
海
外
旅
行

を
活
性
化
す
る
道
を
よ
り

一
層
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
、
世
界
市

場

の
規
模

・
構
成

・
環
境

の
変
化
、
ま
た
世
界
経
済

の

一
体
化
に

伴

っ
て
、
世
界
に
お
け
る
海
外
旅
行
市
場

の
連
携
も
予
想
以
上

の
ス

ピ
ー
ド

で
実
現
さ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
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